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賀
川
豊
彦
と
内
村
鑑
三 

 

―
『
新
紀
元
』
同
人
を
媒
介
と
す
る
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
」
か
ら
「
イ
エ
ス
主
義
」
ま
で
の
軌
跡

― 

独
立
系
研
究
者 

倉
井
香
矛
哉 

   

一
．
は
じ
め
に 

  

本
発
表
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
著
名
な
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
賀
川
豊
彦
と
内
村
鑑
三
の
二
人
を
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
ら
の
信
仰
及
び
思
想
信
条
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
二
人
を
媒
介
す
る
人
物
群
と
し
て
、
安
部
磯
雄

や
木
下
尚
江
ら
の
刊
行
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
」
の
雑
誌
『
新
紀
元
』
の
同
人
た
ち
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
今

回
は
、
と
く
に
（
内
村
に
対
置
す
る
か
た
ち
で
）
賀
川
豊
彦
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
期
間
に
わ
た

る
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
一
支
流
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  

二
．
賀
川
豊
彦
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
め
ぐ
っ
て 

  

賀
川
豊
彦
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
そ
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
表
し
て
い
る
研
究
を
以
下
に
引
用
す
る
。 

 

《
資
料
①
》
竹
中
正
夫
「
賀
川
豊
彦
に
お
け
る
基
督
教
倫
理
」、『
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
（
同
志
社
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
三
月
） 

 

お
そ
ら
く
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
と
社
会
問
題
の
連
関
に
お
い
て
賀
川
豊
彦
ほ
ど
問
題
を
広
範
な
領
域
に
わ
た
っ
て

提
示
し
て
い
る
存
在
は
な
い
で
あ
ろ
う
。貧
民
救
済
や
セ
ッ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業
に
始
ま
り
、労
働
組
合
運
動
、社
会
主
義
運
動
、

協
同
組
合
運
動
、
農
民
組
合
運
動
、
平
和
運
動
を
中
核
と
し
て
、「
死
線
を
越
え
て
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
文
学
活
動
や
芸
術

論
を
含
み
、「
女
性
讃
美
と
母
性
崇
拝
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
婦
人
解
放
運
動
へ
の
関
心
か
ら
、
近
著
「
宇
宙
の
目
的
」
に
あ
ら

わ
さ
れ
る
宇
宙
論
に
至
る
広
範
な
領
域
に
於
て
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
、
信
仰
と
文
化
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

  

そ
し
て
、
賀
川
の
旺
盛
な
活
動
の
本
源
に
あ
る
の
は
、「
イ
エ
ス
の
言
葉
」
を
中
心
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。 

 

《
資
料
②
》
賀
川
豊
彦
「
イ
エ
ス
の
宗
教
と
そ
の
真
理
」（
大
正
一
〇
年
一
二
月
、
警
醒
社
） 

 

傷
つ
け
ら
れ
た
る
魂
に
イ
エ
ス
の
言
葉
は
恩
の
膏
で
あ
る
。そ
れ
は
温
泉
の
如
く
人
を
温
め 

噴
水
の
如
く
力
づ
け
て
く
れ

る
。
解
放
の
日
に 

イ
エ
ス
の
愛
は
感
激
の
源
で
あ
り
、
犠
牲
の
旗
印
で
あ
る
。
神
は
強
い
。
そ
し
て
イ
エ
ス
は
そ
の
最
も
聖

く
最
も
強
い
力
の
神
を
教
へ
て
く
れ
る
。 

  

こ
れ
ら
の
活
動
、
及
び
著
作
は
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
基
本
的
に
は
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
、
一
部
の
発
言
に
対
し
て
は
、
戦
争
責
任
、
あ
る
い
は
科
学
的
な
誤
謬
に
関
連
し
て
の
批
判
も
見
ら

れ
る
。 

 
 

《
資
料
③
》
金
田
隆
一
「
戦
後
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
、
キ
リ
ス
ト
者
グ
ル
ー
プ
の
戦
争
責
任
問
題
に
関
連
し
て

―
賀
川
豊

彦
ら
を
中
心
と
す
る
天
皇
制
擁
護
と
天
皇
制
の
本
質
に
つ
い
て

―
」 

「
天
皇
の
政
治
責
任
と
天
皇
制
の
本
質
を
理
解
す
る
時
、
賀
川
豊
彦
始
め
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
指
導
者
達
が
、
た
と

え
純
粋
な
福
音
宣
教
の
立
場
で
皇
室
伝
道
に
奉
仕
し
た
と
考
え
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
天
皇
制
護
持
」
の
政
治
的
手
段

に
利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
真
の
意
味
で
の
宣
教
の
業
を
な
し
た
と
は
申
さ
れ
ま
い
。」 

  

右
に
引
用
し
た
の
は
、
し
ば
し
ば
賀
川
豊
彦
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
天
皇
制
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ

の
他
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
賀
川
の
科
学
的
な
探
究
に
つ
い
て
、
批
判
も
み
ら
れ
る
。 

 

《
資
料
④
》
賀
川
豊
彦
「
先
づ
天
を
知
れ
」、「
皇
紀
二
千
六
百
年
信
仰
者
日
記
よ
り
」（
一
九
四
〇
年
） 

「
日
本
の
氣
象
學
者
は
天
文
を
考
へ
ず
、
日
本
の
天
文
学
者
は
気
象
学
を
無
視
す
る
。
し
か
し
、
周
期
的
に
起
る
早
魑
に
、
木

星
と
土
星
の
そ
し
て
火
星
と
金
星
の
引
力
の
作
用
が
な
い
と
、
誰
か
否
定
し
得
る
か
？ 

印
度
の
飢
饉
を
見
て
も
、
そ
れ
は
殆

ん
ど
木
星
の
運
行
と
一
致
し
、
日
本
の
旱
魑
は
大
抵
木
星
と
土
星
と
が
地
球
に
最
も
接
近
し
た
時
に
起
つ
て
ゐ
る
。 

  

月
が
地
球
の
水
を
引
き
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
木
星
や
土
星
が
空
気
ぐ
ら
ゐ
は
引
張
る
だ
ら
う
。
木
星
は
一
二
年

目
に
、
土
星
は
三
〇
年
目
に
一
回
転
す
る
。 

 

天
文
学
は
唯
単
に
抽
象
論
と
し
て
研
究
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
火
山
の
爆
発
、
地
震
、
海
嘯
の
起
元
、
又
旱
魃
と
洪
水
と
、

寒
さ
と
湿
り
気
に
関
係
さ
せ
て
研
究
さ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

天
を
語
る
も
の
は
、
先
づ
天
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」 

  

こ
こ
で
は
、
賀
川
豊
彦
に
と
っ
て
の
「
天
」
が
「
天
文
学
」
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
概
念
規
定
の
特
異
性
が
表
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
賀
川
の
宇
宙
論
は
、
編
者
か
ら
「
賀
川
先
生
の
言
は
れ
る
こ
と
は
一
面
の
眞
理
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
し
か
し

木
星
や
土
星
が
地
球
の
気
象
や
異
変
に
閥
係
す
る
や
う
に
解
さ
れ
る
の
は
少
々
脱
線
で
せ
う
」
と
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
以

下
の
よ
う
に
科
学
的
に
検
証
さ
れ
た
上
、
基
本
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

※
本
レ
ジ

メ
は

発
表
直
前
の
三
月
一
七
日

金

一
八
日

土

に
大

分
県
竹
田
市
を
訪
問
の
の
ち

熊
本
空
港
直
近
の
某
所
宿
泊
中
に
資
料
を
集
約

一
九
日

日

の
発
表
当
日

羽
田
空
港
到
着
後
に
清
書
し
た
も
の
で
す

最

低
限
の
範
囲
で

誤
植
等
を
青
字
で
修
正
し
ま
し
た

 



 2 

《
資
料
⑤
》
山
本
一
清
「
宇
宙
を
観
る
、
人
生
を
観
る
」、『
天
界
』
第
二
〇
巻
三
月
号
（
一
九
四
〇
年
二
月
） 

 

  

こ
こ
に
も
そ
の
一
端
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
賀
川
の
神
学
及
び
思
想
に
は
、
体
系
的
な
整
合
性
に
乏
し
い
言
説
も
含
ま
れ
て
い

る
。
す
で
に
竹
中
正
夫
が
「
賀
川
豊
彦
に
お
け
る
基
督
教
倫
理
」（
前
掲
）
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、「
賀
川
豊
彦
は
神
学

的
課
題
の
把
握
表
現
に
お
い
て
決
し
て
組
織
的
体
系
的
に
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、「
冷
徹
な
論
理
の
中
に
啓
示

を
体
系
化
す
る
の
で
は
な
く
、
暖
か
い
涙
と
共
に
う
た
い
き
る
詩
人
的
性
格
」
が
強
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
賀
川
に
と
っ
て
の
宗
教

は
「
生
き
る
道
（religion is a w

ay of life

）」
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
於
い
て
完
全
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
神
の
愛
が
彼
の

信
仰
の
核
心
を
な
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
科
学
的
言
説
の
語
彙
、
装
い
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
詩
的
な
想
像

力
で
あ
り
、
実
体
験
に
も
と
づ
く
「
神
の
愛
」
を
語
る
こ
と
に
こ
そ
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
一
方
、
同
じ
く
竹
中
正
夫
の
「
賀
川
豊
彦
に
お
け
る
基
督
教
倫
理
」
で
は
、「
賀
川
豊
彦
の
基
督
論
の
中
に
神
の
心
即
ち
贖

罪
愛
を
あ
ら
わ
し
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
強
調
さ
れ
て
い
る
」
半
面
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
神
又
は
聖
霊
の
関
係
が
三
一
論

的
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
」
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
賀
川
豊
彦
の
神
学
に
お
い
て
は
、「
神
と
人
と
を
結
び

又
社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
を
結
ぶ
概
念
と
し
て
特
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
は
意
識
と
い
う
言
葉
」
な
の
で
あ
る
。 

  

↓
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
宗
教
批
判
（
個
人
の
「
真
実
の
信
仰
」
の
否
定
で
は
な
く
、
既
成

教
会
の
神
学
体
系
に
対
す
る
批
判
）
と
の
論
理
的
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
人
間
存
在
の
本

質
を「
意
識
」に
置
き
、既
存
の
三
位
一
体
解
釈
と
は
異
な
る
思
索
を
展
開
し
て
い
た
。賀
川
は
ヘ
ー
ゲ
ル
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

彼
の
神
学
的
前
提
の
一
端
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
賀
川
は
「
宗
教
と
パ
ン
問
題
」
に
お

い
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
言
及
し
つ
つ
、「
あ
ま
り
に
唯
物
的
に
す
ぎ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
し
ば
し
ば
社
会

主
義
者
に
共
鳴
し
て
い
た
賀
川
に
と
っ
て
、「
唯
物
的
」
で
あ
る
こ
と
は
肯
定
的
評
価
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。 

  

三
．
賀
川
豊
彦
と
『
新
紀
元
』 

  

賀
川
豊
彦
の
神
学
及
び
思
想
形
成
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
安
部
磯
雄
や
木
下
尚
江
ら
の
創
刊
し
た
雑
誌

『
新
紀
元
』
で
あ
る
。
彼
ら
は
「
唯
物
的
」
な
社
会
主
義
と
は
一
線
を
画
し
、
思
想
運
動
と
し
て
成
功
し
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く

と
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
「
社
会
主
義
」
の
両
輪
に
よ
る
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
た
。 

 

歴
史
的
な
文
脈
か
ら
み
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
資
本
主
義
の
広
が
り
に
対
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
解
消

し
、
産
業
革
命
以
後
の
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た
め
の
運
動
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
。
代
表
的
指
導
者
と
し
て
、
英
国
の
ラ
ド
ロ
ー
と

モ
ー
リ
ス
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
ー
が
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
安
部
雄
、
片
山
潜
、
石
川
三
四
郎
、
木
下
尚
江
ら
の
刊

行
し
た
月
刊
紙
『
新
紀
元
』
を
は
じ
め
、
賀
川
豊
彦
を
は
じ
め
と
す
る
作
家
が
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
の
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。 

 

《
資
料
⑥
》
賀
川
豊
彦
「「
良
人
の
自
白
」
の
感
想
」、『
賀
川
豊
彦
集
』（
日
本
書
房
、
一
九
六
〇
年
八
月
） 

「
私
は
、
一
七
八
歳
の
頃
か
ら
二
十
一
二
歳
の
頃
ま
で
、
木
下
尚
江
氏
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
総
て
を
読
ん
だ
よ
う
に
記
憶
し
て

い
る
。（
中
略
）
そ
し
て
私
が
、
木
下
尚
江
氏
の
最
後
の
論
文
を
読
ん
だ
の
は
、
幸
徳
秋
水
の
「
キ
リ
ス
ト
抹
殺
論
」
に
対
す

る
反
駁
論
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
し
て
、
も
う
か
れ
こ
れ
一
八
九
年
も
た
ち
、
そ
の
こ
ろ
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
大
き
な
労

働
組
合
が
日
本
各
地
に
組
織
せ
ら
れ
、
安
部
磯
雄
氏
が
代
議
士
に
な
り
、
堺
枯
川
氏
が
東
京
市
会
の
椅
子
に
座
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
多
く
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
者
も
相
当
の
地
位
を
保
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
私
と
し
て
懐
か
し
い
の
は
、
新

紀
元
派
と
し
て
知
ら
れ
た
理
想
主
義
者
の
作
品
で
あ
る
。」（
傍
線
は
引
用
者
） 

  

な
お
、
当
初
、
賀
川
は
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
」
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
イ
エ
ス
主
義
」
へ
と
転
換
し
て
い
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
賀
川
の
三
位
一
体
論
は
父
、
子
、
聖
霊
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ
り
、
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
は
異
質
な
論
理

を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
救
い
主
イ
エ
ス
に
よ
る
贖
罪
の
意
識
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
を
中
心
に
据

え
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は
、
十
代
の
多
感
な
時
期
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
派
の
社
会
主
義
者
に
で
は
な
く
、「
新
紀
元

派
と
し
て
知
ら
れ
た
理
想
主
義
者
の
作
品
」
に
、
と
り
わ
け
、
の
ち
に
宗
教
的
な
回
心
を
迎
え
る
木
下
尚
江
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と

か
ら
も
納
得
さ
れ
る
。 
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巻頭 宇宙を観る，人生を観る 随筆

山　　本　　一一・一一　清

　賀川豊彦氏が最：近年，時々通1谷講演などの話題の中Ic，木星や土星などの大
遊星の引力が我が地球の氣象や地震等に影等理するかも知れないといふやうな思
ひつきを述べられるので，誠者の中にも時々本脅の方へ質問をされる人があ
る．之れについて，やはり西洋人の中にも，永い以前から，こうした疑問を有
ってみる人がないではない．
　此の問題について，先づ，地球に與へる諸天艦の影響中，一々計算して見る
と，光りについては，
太陽は光度が一27．6だから，之れに比べると，
　　満月は　最大の光度が一12．5，　印ち　　　太陽の　　　1000000分ノー，
　　金星は　〃　　　　　　一4．3　　〃　　　　’／　　　2000000000分ノー一，
　　火星は　〃　　　　　　一2．5　　〃　　　　〆／　　　10000000000分ノー，
　木星は　〃　　　　　　一2．3　　’！　　　　t・t　　l5000000000分ノー，
　　土星は　t！　　　　　＋O．O　　tt　　　’／　　100000COOOOO分ノー一，
等量については，太陽のみが獲熱帯であって・他は皆・太陽熱を一旦受けて反
射する遊星に過ぎないから，月や遊星から地球に來るものは，太陽熱の何千億
分の一にも足りない．
　引力作用は，ニウトンの法測により，質量に正比例し，距離の自乗に逆比す
るのだから，太陽の引力を1とすると，

鵤
■
星
星
星
主
星

　
月天　
水
金
火
木
土

　質　盈
。．oeooooo36s
O．OOOOOOI
O．OOOOO218
0．OOOOOO323
0．Ooo955

0．OOO285

最小距離
O．oo24pa．　67．

O．533

0．272

0．380

4．20

8．00

引　力
O．00620

0．OOOOOOO35
0．OOOO335
0，00000223
0，0000540
0．ooOOO445

潮汐力
2．58

0．OOOOOO65
0　OOO123

0．OOOOO587
0．OOOO1285
0．ooOOOO556

aif－i一　O．006294215　2．580142926
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創立者 賀川豊彦（1888-1960）

賀川豊彦は1888 年賀川純一と益栄の次男として神戸に生まれまし
た。 5歳の時に両親と死別し孤独な少年時代を送った賀川は、7歳
の時に赤痢に感染してからというもの、何度も生死をさまような
ど、生涯病に苦しめられました。

1909 年12 月24日、賀川豊彦は病に蝕まれ余命いくばくもない体を
かかえて、残された生涯を貧困に喘ぐ人々の救済にささげるため、
神戸のスラムに身を投じました。その後、労働組合運動、農民運
動、協同組合運動、無産政党樹立運動などに献身し、関東大震災が
発生するや、東京本所にて、罹災者救済やセルツメント事業に力を
尽くしました。

児童福祉（教育）の分野では、幼稚園や保育園を設置して、子ども家庭支援事業を展開すると同時に、
「児童虐待防止論」、「9 つの子どもの権利」、「子どもを叱らずに育てる工夫」、「幼児自然教案」な
どの著作活動を行い、子どもたちに対して常に暖かなまなざしを注ぎながら愛に基づいた事業を実践しま
した。1999 年12 月には、ユニセフ国連児童基金の世界児童白書にて、賀川豊彦が「子どもの最善の利益
を守るリーダー」として、世界の52 人の一人に選ばれました。

また、賀川は生涯を通じて日本と世界にキリスト教の伝道を行い、戦後は伝道のかたわら世界連邦運動を
提唱し、生協運動の指導者として活躍しました。これらの諸活動を担いながら、一方では、宗教、哲学、
経済、社会、文明批評、随筆、小説等、多岐に渡る著作を発表しています。代表作の小説「死線を越え
て」は日本最初のベストセラーとなりました。

賀川豊彦の事業は関西、関東を初め全国に数多くの同志を組織して展開され、その運動や事業は現在にお
いても広範囲に渡って継続されています。

神戸スラムにて子どもたちと。 豊彦とハル、スラムの子供たちと郊外にて。

　

[　写真出典：賀川豊彦写真集(東京堂出版)　]

[　TOP　]　[　賀川豊彦　]　[　理念　]　[　沿革　]　[　法人概要　]　[　施設一覧　]　[　苦情解決制度　]　[　プライバシーポリシー　]　[　求人情報　]　[　リンク　]
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賀
川
豊
彦
と
内
村
鑑
三 

 

  

さ
ら
に
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
独
立
伝
道
者
の
一
人
で
あ
る
内
村
鑑
三
も
ま
た
、
当
初
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
一
定
の
理

解
を
み
せ
て
い
た
。『
新
紀
元
』
第
一
号
に
寄
稿
さ
れ
た
内
村
の
文
章
に
は
、「
社
会
主
義
が
暴
徒
の
巣
窟
と
成
り
了
ら
ん
か
を
恐
れ

た
り
」
と
い
う
一
文
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
へ
の
理
解
と
と
も
に
、
唯
物
論
的
な
社
会
主
義
に
対
す

る
痛
烈
な
批
判
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

た
だ
し
、
以
下
の
言
及
の
な
か
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
村
と
社
会
主
義
者
た
ち
の
交
流
が
途
絶
え
た
か
に
見
え
る
時
期
以
降
も

ま
た
、「
別
の
形
態
の
社
会
主
義
へ
の
共
感
」
は
残
っ
て
い
た
。 

 

《
資
料
⑦
》
柴
田
真
希
都
「
明
治
期
・
内
村
鑑
三
に
お
け
る
〈
独
立
・
自
由
・
個
〉
の
展
開
（
２
）
―
反
・
社
会
観
と
親
・

社
会
主
義
の
様
相

―
」、『
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
・
多
元
性
』
第
一
三
号
（
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
会
、
二
〇
一
五
年

三
月
） 

 

内
村
が
社
会
主
義
と
表
向
き
決
別
し
た
の
が
一
九
〇
七
年
春
ご
ろ
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。同
年
三
月
に
自
分
の
集
会
に
出
席

し
て
い
た
福
田
英
子
の
出
席
を
拒
絶
し
た
こ
と
で
、社
会
主
義
陣
営
か
ら
い
く
つ
か
非
難
を
浴
び
た
こ
と
が
事
件
と
し
て
目
立

つ
。
こ
の
頃
は
幸
徳
ら
が
片
山
潜
ら
議
会
政
策
派
と
対
立
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
る
直
接
行
動
論
を
展
開
し
は
じ
め
た
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。そ
う
し
た
社
会
主
義
運
動
内
部
の
風
向
き
が
い
よ
い
よ
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
内
村
も
察
知
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
時
死
期
が
近
く
、
同
年
五
月
に
は
死
去
す
る
内
村
の
父
が
、
盛
ん
に
社
会
主
義
を
嫌

い
、
そ
の
こ
と
が
内
村
の
懸
念
事
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

（
中
略
） 

 

 

と
は
い
え
、
内
村
は
そ
の
時
「
今
日
我
国
に
於
て
唱
へ
ら
る
ゝ
社
会
主
義
」
と
限
定
的
表
現
に
よ
っ
て
社
会
主
義
を
否
定
し

た
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。
彼
の
中
に
は
こ
の
時
点
で
、
ま
だ
西
欧
諸
国
に
お
い
て
試
み
ら
れ
て
き
た
、
別
の
形
態
の
社
会
主

義
へ
の
共
感
が
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
一
つ
は
予
想
さ
れ
る
ご
と
く
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
で
あ
る
。
内
村
は
個
人
の
霊
的
変
革
に
立
脚
し
た
上
で
の
社
会

改
革
思
想
を
歓
迎
し
た
が
、
そ
の
文
脈
で
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
は
依
然
、
一
定
程
度
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
内

村
と
社
会
主
義
と
の
縁
が
表
向
き
切
れ
た
よ
う
に
見
え
た
と
し
て
も
、た
と
え
ば
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
キ
リ
ス
ト
者
の
社

会
に
お
け
る
働
き
へ
の
積
極
的
な
評
価
が
あ
れ
ば
、
必
然
、
ま
た
そ
の
担
い
手
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
内
村
は
安
部
磯
雄

と
の
付
き
合
い
も
あ
り
、
ま
た
賀
川
豊
彦
を
そ
れ
な
り
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
消
息
が
大
正
期
以
後
も
ゼ

ロ
で
な
い
こ
と
は
看
過
さ
れ
え
な
い
。（
傍
線
は
引
用
者
） 

  

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
社
会
主
義
と
い
う
言
葉
の
も
つ
多
義
的
な
側
面
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
派
社
会
主
義
と
は
一
線

を
画
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
に
関
す
る
言
説
は
、
近
代
社
会
、
と
く
に
明
治
以
降
の
日
本
の
歩
み
を
省
察
す
る
に
あ
た
っ

て
の
思
想
的
な
〈
断
面
〉
を
示
し
て
お
り
、『
新
紀
元
』
同
人
ら
に
影
響
を
与
え
た
内
村
鑑
三
と
、『
新
紀
元
』
同
人
か
ら
影
響
を
受

け
た
賀
川
豊
彦
は
、
お
な
じ
思
想
的
圏
域
に
い
た
と
い
え
る
。 

  

五
．
ま
と
め 

  

今
回
の
発
表
で
は
、
内
村
鑑
三
と
同
様
に
近
代
日
本
屈
指
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
賀
川
豊
彦
に
焦
点
を
当
て
、

内
村
の
著
作
と
対
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
の
特
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
賀
川
の
言
説
に
は
、
人
間

存
在
の
「
意
識
」
を
中
心
と
す
る
科
学
的
な
探
究
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
聖
書
と
進
化
論
の
両
方
を
肯
定
し
て
い
た
内
村
鑑
三
と
同

様
に
、
近
代
的
な
言
説
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
言
葉
が
後
世
に
影
響
を
与
え
、
多
く
の
後
進

を
輩
出
し
た
こ
と
に
は
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
賀
川
豊
彦
の
発
言
に
は
、
現
代
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
批
判
の
対
象
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
も
っ
ぱ

ら
時
代
的
制
約
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、現
代
の
福
祉
事
業
に
対
し
て
も
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て

い
る
賀
川
豊
彦
で
あ
る
だ
け
に
、
今
後
と
も
批
判
的
な
検
討
を
行
い
つ
つ
、
そ
の
意
義
を
新
た
に
し
な
が
ら
継
承
し
て
い
く
努
力
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

【
資
料
⑧
】
賀
川
豊
彦
の
路
傍
伝
道
に
起
源
を
も
つ
社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人
「
イ
エ
ス
団
」 

（http://jesusband.jp/kagaw
a.htm

l

） 

 


